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ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
。
ま
た
、
初
め
て
の
日

本
の
印
象
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ
ー
ド
で
す
。
日

本
語
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
初
は
う
ま

く
聞
き
取
れ
ず
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
モ
ン
タ
ナ
州
で
す
。
料
理
の
魚
に

目
が
つ
い
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
（
笑
）

　

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
す
。
高
校

卒
業
後
、大
阪
に
留
学
生
と
し
て
来
日
し
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
の
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
が
今
で
も
大
好
き
。

日
本
の
ア
ニ
メ
が
大
好
き
！

ず
ー
っ
と
日
本
に
住
み
た
い
で
す
！

特

市議会

ＡＬＴ

集

守谷市では全国に先駆けて平
成 13 年から市内の全小中学
校にＡＬＴを配置していま
す。ＡＬＴとは外国語指導助
手（Assistant Language 
Teacher）のことです。今回は
３人のＡＬＴの素顔に迫ってみ
ました。

Feature article

す
が
、
と
っ
て
も
か
わ
い
い
で
す
ね(

笑)

英
語
を
学
ぶ
の
に
大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

　

失
敗
を
重
ね
る
こ
と
で
す
ね
。

　

私
も
、
お
寿
司
屋
さ
ん
で
「
イ
ク
ラ
」
と
「
イ

ル
カ
」
を
間
違
え
て
「
イ
ル
カ
く
だ
さ
い
」
っ
て

言
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
も
、「
ど
ん
ど
ん
し
ゃ
べ
っ
て
！

間
違
え
て
も
大
丈
夫
！
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
教
育
や
守
谷
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
印
象
は

い
か
が
で
す
か
。

　

日
本
の
学
校
は
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
重
視
し

て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
個
人
の
教
育
を
重

視
し
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ど
の
科
目
で
も
作
文

を
通
じ
て
自
分
の
考
え
を
発
表
さ
せ
ま
す
が
、
日

本
の
学
校
は
暗
記
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

守
谷
の
子
ど
も
た
ち
は
シ
ャ
イ
な
子
が
多
い
で

スティーブ　エイチソンさん（御所ケ丘小）
オーストラリア出身

エリン　ファウラーさん（大野小）
アメリカ出身

ニコル　マケティーさん（愛宕中）
アメリカ出身
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議
会
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　

電
子
黒
板
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
教
育
に
お
金

を
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
小
学
校
の
英
語
の
授
業
の
回
数
を
も
う
少

し
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
。
守
谷
市
議
会
と
し
て
も
、
教
育

に
関
す
る
予
算
を
多
く
取
る
べ
き
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

休
日
は
ど
う
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

守
谷
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
本
屋
さ
ん

に
行
っ
て
本
を
選
ん
だ
り
、
友
人
と
カ
ラ
オ
ケ
に

も
行
き
ま
す
。

３
人
と
も
ず
っ
と
日
本
に
住
み
た
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
理
由
は
。

　

車
が
運
転
で
き
な
い
の
で
、
車
社
会
の
ア
メ
リ

カ
よ
り
も
、
便
利
で
住
み
や
す
い
で
す
ね
。

　

四
季
が
あ
り
、
季
節
が
変
わ
る
た
び
に
美
味
し

い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
の
も
魅
力
で
す
。

　

あ
と
日
本
人
の
優
し
さ
が
好
き
で
す
。
お
祭
り

や
花
火
大
会
な
ど
の
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

面
白
い
で
す
し
、
と
て
も
治
安
が
良
い
所
も
好
き

で
す
ね
。
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補
助
の
負
担
割
合
は
ど
の
く
ら
い

で
す
か
。

負
担
割
合
は
、
県
・
市
・
本
人
が

3
分
の
1
ず
つ
で
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象
に
な
ら
な
い
軽
度
又
は
中
等
度
の

難
聴
児
童
に
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
茨
城
県
が
4
月

に
要
綱
を
制
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
守
谷
市
で
も
要
綱
等
の
整
備
を
行

い
、
10
月
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
開
始
し
ま
す
。

　

9
月
1
日
か
ら
9
月
18
日
ま
で
、
第
3
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
3
回
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年

度
の
各
会
計
決
算
審
査
を
は
じ
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
た
め
の
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

第
3
回
定
例
会

難
聴
児
童
に
補
聴
器
購
入
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

Pick up1質
疑
意
見
な
ど

＊ 

報
告 ･･･････････････

件

３

＊ 

請
願
・
陳
情 ･････････

件

３

＊ 

市
長
提
出
議
案 ･･･････

件

26

＊ 

議
員
提
出
議
案 ･･･････

件

６

＊ 

計 ･････････････････
件

38

こ ん な
こ と

が 決 まま しり た
This was decided

（
議
案
第
68
号　

平
成
27
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
）

ＱA

　

本
会
議
の
模
様
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
録
画
配
信
も

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

も
ど
う
ぞ
。
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個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
端
末

機
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
交
付
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
印
鑑
登
録

証
明
書
の
ほ
か
、
住
民
票
や
課
税
証
明

書
な
ど
も
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

任
意
代
理
人
に
よ
る
「
特
定
個
人

情
報
」
の
不
正
な
開
示
請
求
等
へ

の
対
応
策
は
あ
り
ま
す
か
。

①
照
会
文
書
に
よ
る
請
求
者
本
人

へ
の
意
思
確
認
を
行
う
方
法
と
、

②
委
任
状
に
請
求
者
本
人
の
実
印

を
押
印
し
、
印
鑑
証
明
書
を
添
付

し
て
も
ら
う
方
法
を
施
行
規
則
に

規
定
す
る
予
定
で
す
。

●　

個
人
情
報
保
護
の
第
一
の
責
任
者

で
あ
る
自
覚
を
、
広
く
職
員
の
間
に

醸
成
し
、
主
体
的
・
積
極
的
に
個
人

情
報
保
護
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む

こ
と
。

●　

第
三
者
に
よ
る
代
理
人
請
求
や
職

権
請
求
の
際
に
は
、
請
求
内
容
を
十

分
精
査
す
る
な
ど
、
個
人
情
報
の
流

出
や
悪
用
を
水
際
で
防
ぐ
よ
う
努
め

る
こ
と
。

●　

個
人
情
報
保
護
体
制
を
厳
格
に
す

る
た
め
、
様
々
な
事
例
に
対
応
で
き

る
防
御
策
を
研
究
し
、
施
行
規
則
等

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

　

番
号
法
に
よ
り
、
全
国
民
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
付
番
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
※
「
特
定
個
人
情
報
」
を
保
護

す
る
た
め
の
条
項
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
す

る
条
例
の
制
定
・
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
制
度
の
開
始
に
よ
り
、
住
民

票
や
印
鑑
証
明
書
等
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
る
な
ど
、

利
便
性
が
高
ま
る
一
方
で
、
個
人
情
報
保
護
の
更
な
る
強
化
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
り
厳
格
な
個
人
情
報
保
護
体
制
の
構
築
を
求
め
る
附
帯
決
議
が
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
、
市
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
向
け

て

Pick up2議
案
第
62
号
の
内
容

質
疑
意
見
な
ど

議
案
第
63
号
の
内
容

附
帯
決
議
の
要
旨

（
議
案
第
62
号　

守
谷
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）　

ほ
か
、
議
案
第
61
号
・
第
63
号

ＱA

※特定個人情報…マイナンバーを含んだ個人情報のこと。



6議会だより　NO.172

ア
ピ
タ
守
谷
店
の
撤
退
後
の
商
業

施
設
を
早
急
に
決
定
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
㈱
新
都
市
ラ
イ
フ
へ
働

き
か
け
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　
「
ア
ピ
タ
守
谷
店
」
の
撤
退
は
、
北
守
谷
住
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
た
め
、
施
設
所
有
者
の
㈱
新
都
市
ラ
イ
フ
に
後
継
商
業
施
設

の
早
期
誘
致
を
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
い
う
請
願
で
す
。
全
議
員
の
賛

成
に
よ
り
、
㈱
新
都
市
ラ
イ
フ
に
決
議
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

市
役
所
庁
舎
内
の
蓄
電
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ソ
ー
ラ
ー
外
灯
設
置
に
加
え
、
新

た
に
避
難
場
所
9
公
園
に
蓄
電
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ソ
ー
ラ
ー
外
灯
を
16
基
設
置

し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
今
年
度
設
置
予
定
の
40
基
に
加
え
、
新
た
に

10
基
増
設
し
ま
す
。

ア
ピ
タ
守
谷
店
撤
退
後
の
商
業
施
設

を
求
め
る
決
議
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設
・
蓄
電
式
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ソ
ー
ラ
ー
外
灯
を
設
置
し
ま
す
。

Pick up

Pick up

4

3

質
疑
意
見
な
ど

（
受
理
番
号
第
４
号　
「
ア
ピ
タ
守
谷
店
」
の
撤
退
に
伴
う
後
継
商
業
施
設
の
誘
致
に
関
す
る
請
願
）

（
議
案
第
68
号　

平
成
27
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
）

意見

10 月 2日に㈱新都市ライフに決議書を提出
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て
る
行
事
と
な
れ
る
よ
う
に
、
採

択
に
賛
成
で
あ
る
。

聖
域
の
確
保
を
最
優
先
し
て
、
脱

退
も
含
め
た
交
渉
を
行
う
こ
と
は
、

国
益
を
損
ね
る
こ
と
に
な
る
。

文
化
財
指
定
後
は
観
光
資
源
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

文
化
財
マ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

守
谷
祗
園
祭
は
地
域
住
民
の
生
活

の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の

人
々
が
子
孫
の
た
め
に
誇
り
を
も

　

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
守
谷
祇
園
祭
を
、
守
谷
市
に
根

付
く
伝
統
文
化
と
し
て
子
供
や
孫
の
代
に
残
し
、
文
化
財
指
定
を
も
っ

て
観
光
発
展
の
一
助
と
す
る
た
め
、
守
谷
市
無
形
民
俗
文
化
財
へ
指
定

し
て
ほ
し
い
と
い
う
請
願
で
す
。
審
査
の
結
果
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
分
野
の
重
要
5
品
目
な
ど
の
聖
域
の
確
保
を
最
優
先
し
、

交
渉
脱
退
も
含
め
衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
に
お
け
る
国
会
決
議

を
遵
守
す
る
こ
と
と
、
交
渉
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
に
つ
い
て
、
国
民

に
十
分
な
情
報
開
示
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
政
府
・
国
会
に
対
し
て
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
で
す
。
賛
成
多
数
に
よ
り
、
国
に
対
し
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
を
国

に
提
出
し
ま
し
た
。

守
谷
（
八
坂
）
祗
園
祭
の
文
化
財
指
定

に
関
す
る
請
願
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

Pick up

Pick up

5

6

質
疑
意
見
な
ど

質
疑
意
見
な
ど

（
受
理
番
号
第
５
号　

守
谷
祗
園
祭
の
守
谷
市
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
に
関
す
る
請
願
）

（
受
理
番
号
第
６
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
に
関
す
る
陳
情
）

ＱA

反対

賛成
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こ
の
法
案
自
体
が
違
憲
で
あ
り
、

抑
止
力
を
高
め
る
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

世
論
の
状
況
は
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
地
方
議
会
か
ら
反
対
の
声
を

あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
反
対
の
意
見
を
地
方
議
会
で

ま
と
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
国
会

で
の
審
議
も
か
み
合
っ
て
い
な
い
。

法
案
の
中
身
が
審
議
さ
れ
て
い
な

い
の
が
問
題
で
あ
る
の
で
、
も
っ

と
丁
寧
な
議
論
を
行
う
よ
う
な
内

容
の
意
見
書
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

工
事
の
早
期
着
工
の
必
要
性
が
あ

る
の
で
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き

で
あ
る
。

「
日
本
が
海
外
で
戦
争
す
る
国
と

な
る
具
体
的
行
動
が
こ
の
法
案
に

示
さ
れ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す

が
、
法
案
に
明
記
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
拡
大
解
釈
と
思
わ

れ
ま
す
が
。

条
文
を
読
め
ば
、
日
本
が
戦
争
に

参
加
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

「
憲
法
違
反
」
で
す
。

日
本
が
他
の
国
か
ら
侵
略
を
う
け

た
場
合
な
ど
を
考
え
、
危
機
管
理

も
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　

台
風
18
号
に
よ
り
東
日
本
を
襲
っ
た
記
録
的
な
大
雨
は
、
各
地
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
後
、
鬼
怒
川
上
流
部
に
お
い
て
、

堤
防
の
か
さ
上
げ
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
、
下
流
部
の
守
谷
市
は
、

さ
ら
に
水
位
が
上
昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
上
流
部
の
堤
防
改
修
工
事
と
同
時
に
、
守
谷

市
内
の
浸
水
危
険
箇
所
の
越
水
防
止
工
事
を
早
期
に
着
工
す
る
よ
う
強

く
望
む
も
の
で
す
。

　
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
議
員

提
出
議
案
で
す
。
委
員
会
・
本
会
議
と
も
に
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
で
の
審
査
に
お
い
て
、「
安
全
保
障
関
連
法
案
の
丁
寧

な
議
論
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
会
の
参
議
院
特
別
委
員
会
で
法
案
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、

本
会
議
へ
の
上
程
は
取
り
や
め
ま
し
た
。

鬼
怒
川
護
岸
補
強
工
事
の
早
期
着
工

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

安
全
保
障
関
連
法
案
の
今
国
会
で
の
廃
棄

を
求
め
る
意
見
書
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

Pick up

Pick up

8

7

質
疑
意
見
な
ど

提
出
者
へ
の
質
疑
意
見
な
ど

（
議
員
提
出
議
案
第
13
号　

鬼
怒
川
護
岸
補
強
工
事
の
早
期
着
工
を
求
め
る
意
見
書
）

（
議
員
提
出
議
案
第
９
号　
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の
今
国
会
で
の
廃
棄
を
求
め
る
意
見
書
）

ＱＱ A

A意見

意見

意見

10 月 19 日に国土交通省の関係事務所に意見書を提出
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お金の使い道を審査しました

平成26年度決算をチェック

一　般　会　計

185 億 1,731 万円

特　別　会　計

国民健康保険

53億 4,229 万円

後期高齢者医療

4億 742 万円

介護保険

26億 9,326 万円

介護サービス事業

1,288 万円

農業集落排水事業

4,058 万円

企　業　会　計

水道事業

18億 763 万円

公共下水道事業

26億 3,126 万円 一般会計歳出

一般会計歳入

185 億 1,731 万円

84億 9,643 万円

44億 3,889 万円

一般会計予算（使ったお金）

特別会計予算総額

企 業 会 計 総 額

　市長は、翌年度予算を決める 3月の定例会までに、

監査委員がチェックした前年度決算について、議会の審

査・確認を受けなければなりません。9月 3日と 4日の

2日間にわたり決算予算特別委員会を開催し、皆さんが

納めた税金がどのように使われたか審査しました。審査

の結果、全ての決算が賛成多数により認定されました。

市税
57.6％

国庫支出金
13.0％

繰入金
7.0％

公債費
9.3％

衛生費
6.3％

土木費
11.6％

民生費
34.3％

教育費
15.5％

総務費
11.3％

県支出金
4.9％

諸収入2.5％
地方交付税1.8％

消防費5.1％

市債3.2％

分担金及び負担金1.7％

議会費1.2％

財産収入1.0％

農林水産費1.1％

地方譲与税0.9％

商工費0.4％

その他3.3％

その他3.9％

地方消費税交付金3.1％

※金額や数値は、端数処理の関係で実際と異なる場合があります。



10議会だより　NO.172

事業評価（仕分け）を実施しました

Ｑ　土地開発基金を廃止すると土地の先行取得ができなくなると思われますが。

Ａ　定例会や臨時会を開催し、補正予算で対応できると思います。

Ｑ　新守谷駅駐輪場は、老朽化や管理人の人件費による赤字解消のため、平場の駐輪場を提案されていますが、解

体には約 3,500 万円かかります。修繕により防犯対策も含めて安全対策を行い、人件費を抑える案も考えら

れますが。

Ａ　修繕するという案も考えられますが、人件費の赤字については解消すべきと考えます。

Ｑ　敬老祝い金は、平均寿命の延びもあり、予算上の観点からも平成 28年度からは 88歳以上を区分にした実施

を検討しています。分科会で行った調査の結果、市民の声はどうでしたか。

Ａ　一番多かった意見は敬老祝い金の「継続」で、「廃止」の意見もありました。

Ｑ　病児・病後児保育を実施した場合、現在の病後児のみを対象とする事業は廃止するという考えでよろしいです

か。

Ａ　今ある病後児保育を、病児・病後児保育に拡大後、現在の事業を廃止してはどうかということです。

Ｑ　＝　市　　Ａ　＝　議会

Ｈ 27. 6. 3 　　 決算予算特別委員会設置（常任委員会単位の分科会も設置）
Ｈ 27. 6.16　　 各分科会での評価対象事業決定・調査開始（8月下旬まで）

Ｈ 27. 9. 7 ～ 8 決算予算特別委員会において事業評価表の作成
Ｈ 27. 9.18 平成 27年（平成 26年度事業）守谷市議会重点事業評価に関する決議を提出
Ｈ 27.10.14 事業評価について執行部からの質疑を受け説明を行う

これまでの活動

〜
各
分
科
会
で
調
査
〜

市側からの質疑意見など

駐輪場調査（都市経済） 龍ケ崎市を視察（文教福祉） 関係団体との意見交換（文教福祉）

次年度予算に反映させるため、事業評価（仕分け）結果
を市長に提出！！
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評価結果一覧（抜粋）

事業名 評価結果・理由 提案・理由

１ 事務機器
管理事務

評価：問題がある 事業対応：拡充する
予算措置：継続する

事務機器の管理は、機器の購入、メンテナンス、
廃棄処分までを含めての管理が行われていな
ければならない。 その一連のプロセスを定め
た「フローチャート」と「チェックポイント」
を設けて、コスト管理やメンテナンスが行わ
れるべきである。

現在の市の管理状況を調べると、フローチャー
トはなく一元管理が行われてない。購入コス
ト・メンテナンスコストばかりでなく、管理方
法を含めて、まだ改善余地がある。

２
庁内

ネットワーク
運営管理事務

評価：おおむね適正である 事業対応：現状のまま継続する
予算措置：継続する

庁内ネットワークはしっかり管理しないと運
用できないシステムでもあり、そのための専
門部署もある。

マイナンバー制の開始もあり、個人情報が漏れ
ることがないようセキュリティに十分に配慮
して運営されることを望む。

３ 土地開発基金
運用事務

評価：かなり問題がある 事業対応：休止・廃止する
予算措置：縮小する

土地の値段が上がり続ける前提にあっては、
先行取得のメリットは大きいが、現在はその
ような状況にない。総じて、議会における議
決を省いてまで先行取得を行う意義は薄い。
廃止を検討すべきである。

土地開発が活発に行われ、土地価格が高騰して
いる時期には、迅速な土地の取得が必要である
が、現在のように土地の価格が落ち着き、ある
いは下落している状況にあっては、含み損を抱
えるリスクも増え、得策ではない。また、議会
の議決をなくして取得できる点も問題である。

４ 自転車駐車場
維持管理事業

評価：問題がある 事業対応：見直しの上縮小する
予算措置：縮小する

新守谷駅駐輪場は、利用率も 25％と低く今後
増加する見込みもなく、毎年 400 万円の赤字
経営であり、委託料や修繕費など老朽化によ
るコストを考えると抜本的な対策が必要な時
期である。

市民の利便性と駅周辺の環境整備を考えると
自転車駐車場は必要である。現状の駐車場を使
うのであれば、雨漏り対策や老朽化の問題、経
費の無駄遣いになりかねない。利用率等を考え
ると既存の建物を解体し、平場の駐車場が妥当
な対策ではないか。

５ 敬老会
開催事業

評価：問題がある 事業対応：見直しの上縮小する
予算措置：縮小する

敬老会の実施により敬老の意図は伝わってい
るが、費用や出席率を考えると問題があると
言わざるを得ない。　

地域ごとの開催（地域福祉計画と合わせて）や、
地元のイベント（祭りや小学校行事）との共催
を検討する。
また、対象者の年齢等は、地域ごとに検討する。

６ 敬老祝金
支給事業

評価：問題がある 事業対応：見直しの上縮小する
予算措置：縮小する

受け取り率は 100％であるが満足度は不明で
あり、市民全体から見たニーズにもバラツキ
がみられる。行政で行う必要性はあるが、今
後の予算のあり方も含めて検討が必要である。

市民全体から見ると対象者は少なくニーズは
低い。現在 288 万円が敬老祝い金として出て
いるが、今後 77 歳の方の増加が予想される。
財政状況も更に厳しくなる中、限られた財源
の使い方として現金を配ることでの祝いの形
が正しいのかも考えるべきである。平均寿命男
性 80歳、女性 86歳という状況を考えた場合、
77歳の祝い金の廃止の検討。

７ 病後児保育室
委託事業

評価：問題がある 事業対応：休止・廃止する
予算措置：縮小する

病児保育に比べると病後児保育の需要は多く
ないと考える。しかし、病児保育が当市にお
いて可能であるか今後の調査研究が必要であ
る。他市で取り組んでいる体調不良時対応型
保育園のニーズも高いのではないかと考える。

子育て世代のニーズに合わせ、病児・病後児保
育室委託事業や体調不良児対応の事業の立ち
上げをしたのち、当事業を廃止する。
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「市政に関する一般質問」を中止しました

　台風 18号に伴う災害対策本部設置により、市執行部職員を本会議に長時間拘束できないことや、各議員がそれ

ぞれ地域の見回り等を行うため、全員協議会で協議の結果、会期日程を変更し、第 3回定例会で予定されていた「市

政に関する一般質問」を取りやめることにいたしました。

　傍聴を予定されていた皆様にはご迷惑をおかけし申し訳ありませんでしたが、ご理解のほど、よろしくお願いい

たします。

　また、今回の豪雨により被災されました方々をはじめ、被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

守谷市議会議員一同

都市経済常任委員会が冠水箇所などを視察しました
　９月 28日（月）、都市経済常任委員会のメンバーで、台風 18号の影響により、市内で冠水があった箇所や、

河川の状況等を視察に行きました。

　大きな倒木や、河川敷の奥まで水が浸入してきた跡が現場には残っており、改めて自然の驚異を感じまし

た。第 3回定例会で、「鬼怒川護岸補強工事の早期着工を求める意見書」を可決し、国土交通省などに提出

しましたが、今後とも議会としても防災対策に尽力して参ります。
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８月 11日　第３回臨時会を開催

守谷市版「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の施策を提案しました

Ｑ　

職
員
の
人
数
は
何
名
の
予
定
で

す
か
。

Ａ　

3
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

小
学
生
を
含
め
使
用
時
間
の
制

限
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　

小
学
生
な
ど
が
走
り
回
っ
た
場

合
、
幼
児
に
危
険
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
時
間
制
限
等
の

配
慮
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。

　

通
常
、
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
を
利
用
で
き
る
の
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
い

る
児
童
で
す
が
、
小
学
校
終
了
後
の
午
後
3
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
は
、

保
護
者
の
同
伴
が
無
く
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
自
治
会
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
か
ら
、
乳
幼
児
と
小
学
生
と
が
一
緒

に
い
る
場
合
の
安
全
面
の
配
慮
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
た
め
、
工
事

の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
玄
関
の
扉
を
自
動
ド
ア
へ
、
ま
た
、

プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
仕
切
り
壁
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
へ
変
更
、
子

育
て
に
関
す
る
掲
示
板
の
設
置
な
ど
で
す
。

小
学
生
の
利
用
時
間
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

安
全
面
に
配
慮
す
る
た
め
に
、工
事
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
49
号　

守
谷
駅
前
親
子
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
議
案
第
50
号　

平
成
27
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号
）

　

守
谷
市
議
会
で
は
、
地
方
創
生
に
関
す
る
市
町
村
総
合
戦
略
の
重
要
性

を
認
識
し
、「
地
方
創
生
特
別
委
員
会
」
を
設
置
。
地
方
創
生
に
関
す
る

諸
施
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
市
長
に
施
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

提
案
し
た
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。
※
提
案
書
よ
り
抜
粋

質
疑
意
見
な
ど

10 月からオープンした親子ふれあいルーム

提案事業名① 起業（インキュべーター）と文化発信のまちづくり事業

【目　　的】

守谷市の人口ビジョンでは、市の人口は平成 37 年をピークに減少し、生産年齢人口は 2005
年頃からすでに減少局面にある。人口減少による税収減をはじめとする負の連鎖を防ぐために、
今から将来を見据えたまちづくりが必要になる。人口減少と共に空き家・空き店舗は益々増加
していくため、地方にしごとをつくり、安心して働けるようにすべく、空き店舗・空き家を利
用して、守谷市内で起業し運営を軌道に乗せるための支援を目的とする。

【手　　段】 起業時のイニシャルコストの負担を軽減するため、守谷市内の空き店舗、空き家を利用して、
起業させ 3年間の家賃補助をする。

提案事業名② 守谷子育てわくわく夢プラン

【目　　的】
子育て世代の定住促進。待機児童の解消。２世代近居や同居で、子育ての安心、高齢者の安心
安全。市内で育った若者を守谷にＵターンさせ定住させ、元気な爺婆と子育て（孫育て）をする。
利用可能な空き家や市街化調整区域の未利用地の有効活用。

【手　　段】 親が守谷に居住していて、同居あるいは近居をし、市外から転入してきた場合において 0歳～
3歳までの子どもがいて、その子を保育所に預けなかった場合、保育料相当費用を補助する。

提案事業名③ 空き家を使った地域活動支援事業

【目　　的】
・市の空き家等活用コミュニティ推進事業の他に、市内で活動するＮＰＯ団体やボランティア
団体などでも利用できる新たな事業施策をつくる。
・市内には公益性のある活動をしている団体が多くあり、そのような団体などにも空き家を有
効利用してもらうことにより新たなまちの活性化を促進する。

【手　　段】
・利用できる団体は、市内在住の会員による団体。
・市内で地域活動するＮＰＯ団体やボランティア団体などでも、収益性を含んだ活動もできる
ことから、家賃全額を補助するのではなく、補助金に限度額を設ける。
・賃貸契約期間は２年間でその後の契約延長は可。

議会から
の提案！

意見意見 守
谷
駅
前
親
子
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
に
つ
い
て
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議会報告会を開催しました！

　10月 24日（土）、守谷市民交流プラザにおいて、32名の方々のご参加のもと、「議会報告会」を開催いたしました。

　当日は決算審査の報告や、守谷市議会で実施している「事業評価（仕分け）」における各委員会の調査経緯と評

価結果等の活動報告などを行った後、市民の皆様との意見交換会を行いました。

　様々な疑問・質問や、きたんのないご意見・ご提案をいただくことができました。ご参加くださいました市民の

皆様、ありがとうございました。

　これからも、議会を身近に感じていただけるよう、議員一丸となって頑張ります。

主なご意見など

　Ｑ　　決算の歳入歳出差し引きで、約 12億円の余剰金がありますが、どのように使われるのですか。

　Ａ　　残金は※財政調整基金に積み立てています。現在の残高は約 35億円ほどです。

　Ｑ　　事業評価結果が予算に反映されなかった場合はどうなるのですか。

　Ａ　　予算に反映されていない場合は、議会として「予算の修正」や「附帯決議」など、議決で対応します。

　Ｑ　　現在待機児童が 300 人ほどで、10年前とあまり状況が変わっていないように感じます。待機児童の解消と、

母親の働く場が増えることを望みます。

　Ａ　　来年度から保育園が 1園増園予定です。

意見　高齢化社会に向けて、敬老会のあり方・敬老祝い金など、適切な予算の使い方を考えてください。

意見　病児保育が早く実現するよう、執行部に対して強く要望してください。

※財政調整基金とは…年度によって生じる財源の不均衡を調整するための基金（積み立て）のことです。

○その他にも多くの質問・ご意見ありがとうございました。



15 議会だより　NO.172

―危機管理機能としての議会―

　地方自治政府は、国と違い二元代表制、つまり住民の選挙によって選ばれる首長

と、同じ住民の選挙によって選ばれる議会で構成される。明治維新以降、中央集権

体制が永年続いてきたが、敗戦により首長の選挙が導入された。平成に入り地方分

権一括法の施行により、地方自治の確立、議会制度の権能の拡大が図られているが、

今だに、予算提出権は首長にあり、議会はそれに対して限定的な修正権しか付与さ

れていない。

　議会が追認機関であるといわれる所以はそこにある。首長が民主的な手法を選択している首長が執行権を駆使し

ているうちは、当然議会としてもそれを後押ししていくことが望ましいが、もし独裁色の強い首長が選ばれたとし

たら、議会の権能では対抗するのが難しい。精一杯危機に対応できる議会を創り、いち早く備えておく必要がある。

「基本条例の制定」はもとより、「事業仕分け」や「通年議会制度の導入」など、議会の権能を精一杯広げていく事

である。議会そのものの危機管理機能を強化していく事が、市民生活を危機から守ることに繋がっている。

7月に、スポーツ施設設置検討特別委員会、総務
常任委員会、議会運営員会がそれぞれ視察を行い
ました。
また、神奈川県座間市議会、静岡県焼津市議会、
埼玉県飯能市議会が守谷市議会で行っている「タ
ブレット端末の活用」などの視察に訪れました。

10月1日から消化ガス発電事業が開始されました。
守谷浄化センターで発生する消化ガスを消化ガス
発電事業者に売却することで、「再生可能エネル
ギーの有効活用」や「下水道経営の安定性向上」を
目的としています。6月に都市経済常任委員会が先
進地視察として富山県黒部市を視察しております。

【視察に来ました・行きました】 【消化ガス発電事業開始】

議会レポート
Assembly report

議長の「つぶやき」　民主主義の最後の防波堤としての議会



御所ケ丘中学校男子バスケット部　“県大会で３回目の優勝”

　御所ケ丘中学校男子バスケット部は 3年生 11 人、2年生 12 人、1年生 5人の 28 人。チームの
平均身長は高くないが、７月の茨城県大会で優勝した。優勝できた強さの秘訣は、スピードと体力強
化に力を入れたこと。そのためにダッシュや長距離を走る練習をこなしたことが大きかった。
　試合には、ベンチメンバーやベンチに入れなかったメンバー全員で、闘うことができたからこそ、
優勝することができた。チーム全員で励ましあい、最後までやりぬくという気持ちをこめ、チームの
モットーである「全身全霊」で試合に臨んだ結果だ。
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第４回定例会会期日程（予定） ◆故　柳生力元守谷町議会議員に叙勲

◆意見書について

※日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

http//www.city.moriya.ibaraki.jp

　平成 27 年 6 月 30 日に逝去された元守谷町議会議員の柳生力氏が、

永年にわたる地方自治発展の貢献によるご功績により、旭
きょくじつたんこうしょう

日単光章を受

章されました。定例会最終日の

本会議開会前に、ご遺族の方に

ご出席いただき伝達式を執り行

いました。

　第 3回定例会でも議案として出てきました「意見書」。議会だよりや

その他の議会情報でたびたび聞く名前です。

　「意見書」とは、地方公共団体の公益に関する事件について、議会の

意思をまとめた文書のことです。国会や関係行政庁などに対して提出で

きます。このように、地方議会からも国政に対して意見が言える制度な

のです。
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